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1。第4回研究発表会のプログラムと講演発表の募集

日本りスク研究学会の第4回研究発表会の日程と講演発表募集は前回のNWSLetter3-1
でお知らせしましが、この九び、下記のようなプログラムと日程が決まりまし九。今回の

学会は11月29日と30日の2日間の日程を組みまし九ので奮ってご参加下さい。特
別講演として国立公衆衛生院の田中勝氏による「廃棄物処理におけるりスク管理」をお願
いし、それに関連して「りスクァセスメントを考慮し九最終処分計画」と題してシンポジ
ウムを企画しまし九。その他1つの企画セッションを含む3 つのセッション枠を設けまし

九。今回は一般発表の九めの時問を十分に設けてありますので、会員の内外を問わず、リ
スク研究に関するアイデアや視点、実施例にっいての意見交換や技法開発の試みのご発表
を歓迎い九します。

(D 日時:1 9 9 0年1 1月2 9日(金)
1 1月3 0日(土)

(2)場所:(社)土木学会講堂

(東京都新宿区四谷一丁目無番地:JR中央線四谷下車徒歩5分))
(3)プログラム

11月29日(金)

q;30- 12:00 一般セッション 1 (りスク評価と管理に係わる発表)
13:00 - 14:00

特別講演廃棄物処理におけるりスク管理、田中勝(国立公衆衛生院)
14:00 - 17:00

シンポジウム及び討論会(りスクァセスメントを考慮し九最終処分計画)
総合司会池田三郎、田中勝

August,1991

事務局担当理事

池田三郎
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発表者・パネラー

中村正久

盛岡通

森沢眞輔

古市徹

懇親会17:10 -

11月30日(土)

q:30 - 12:00 一般セッシ"ン 11 (りスク評価と管理に係わる発表)
13:00 - 1':00 企画セッション

(モラル.ハザードと保険、モラル・りスクと科学技術の将来など)

(滋賀県琵琶湖研究所):りスク管理と社会的意思決定
(大阪大学):環境りスク診断
(京都大学):りスク同定と評価の試み

(国立公衆衛生院):環境りスクを配慮し九処分場立地計画論

(り研究発表のテーマとしては、りスク研究に関するものであれぱ、特に分野を問いま
せんが、各セッション共に関連する事例研究などは歓迎します。研究発表は 1人20
分程度、討議10分程度を考えていますが、発表件数により変更があることをあらか
じめお断わりい九します。

(5)発表申込み締切:9月1 4日(土)

(6)発表を希望される方は、最終頁に添付の申込み用紙に、氏名、ご希望の発表のセッ
ション名、研究の概要(400字程度)等をご記入の上、事務局までお送り下さい0
〒305 茨城県っくば市天王台 1-1-1 筑波大学社会工学系

池田研究室気付日本りスク研究学会事務局
なお、研究発表のプログラム上の制約から、御希望にそえないこともあることをあ
らかじめお断わりすると共に、発表の採択にっいては実行委員会に一任下さい0
(フ)発表原稿締切:10月30日(金)必着(規定の書式を使用)
(8)講演要旨集:発表原稿は講演要旨集として発行しますので、必ずワープロにて原稿
を作成してい九だきます様お願いい九します。原稿は 1行48字で42行、 1頁あ九り
2016字にて 4-6 頁で A4 用紙に仕上げてい九だけれぱ、そのままオフセット印刷
を効率よく進めることができますので、御協力のほどをお願い申し上げます0 活字
10.5 ポイント( 5号級)、文字ピッチ 3/20 インチ(3.6 mm)、行間ピッチ 1/4

インチ( 6.0 肌)を基本にい九しますが、原稿を約 80%に縮小することを留意し
て図表などを作成してくださるようお願いします。

(9)参加費:3、 0 00円(予定)(講演要旨集、会場費を含む)

轟

2。年次総会報告

年次総会は第3回春季講演シンポジニウムと併せて下記の要領で開催されまし九0
総会は30名の出席と125名の委任状を得て成立し(定足数120名;6月1日現在の
会員数240名の過半数)、下記の3件の議案(1990年度決算、 199 1年度事業計
画、 199 1年度予算)の審議を行い、全議案ともに成立しまし九0
承認されまし九各議案は以下のとぅりです。

日時:

場所

議事

6月2 9日(士)午後 12時一 12時4 5分

東京大学山上会館(講演会と同一会場)
(D 会長(横山栄二)挨拶
(2)審議議案1:19 9 0年度決算
議案2:1991年度事業計画
議案3:1991年度予算
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議案1

( 1 )
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1 9 9 0年度決算案(1990年4月1日一1991年3月31日)

収入の部

科目

1. 会費収入

正会員(24の

準会員(1の

賛助会員 a2)

事業収入

研究発表会参加費

その他の収入

2.

3.

予算

4.

1.345.000

960,000

25,000

360,000

300,000

300,000

150.000

(学会誌・

9,799
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

前年度繰越

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1.317,000

(228) 912,000

(6) 15,000

a3) 390,000

264.000

264,000

137.515

要旨集売却)

9.799

収入合計

決算

( 2 )
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

科目

支出の部

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1.学会運営事務費 390.000

複写費 40.000

通信費 70,000

事務補助謝金 180.000

(3日X12月X5,000円)

消耗品

分担金

振替手数料

2.機関誌

News letter印届11

送料・通信費

学会誌発行

3.事業費

研究発表会

印刷代

会場費

人件費

講師旅費

総会・講演会

講師旅費・謝金

人件費

会合費

4.予備費

増減

-28.000

1、 804、 799

-36.000

予算

1,728.314

-12,485

決算

ーフ6,485

360,312

23,696

76,808

190,000

80.000

20、000

880.000

70.000

140,000

670,000

510,000

増減

-29,688

47.696

10,412

11,700

838.426

64,456

155.970

618,000

529,440

100,000

10,000

40,000

100,000

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

支出合計
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

注)以上の決算は学会監事内山巌雄氏による会計監査の承認を受けまし九。

-41.574

132.500

57.742

25,500

106,000

180.000

50,000

30,000

24,799

十19.440

1,804.799

140.000

28,000

39.698

136

1,728.314

-24.663

ーフ6,485
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議案2 1991年度事業計画

(1)研究発表会またはシンポジウムの開催について

1.第4回研究発表会を次の通り開催する。

日時:1991年11月29(金),30 (土) 10:00- 17:00

場所:件幻土木学会講堂(東京都新宿区四谷)

特別テーマ:モラル・ハザードと保険、モラル・りスクと科学技術
廃棄物処理とりスク

2.第5回春季講演シンポジュムの開催

日時:1992年6月頃の予定

(2)学会誌、ニュースレターの刊行について

1.研究発表会、講演会(シンポジューム)の成果を中心に学会誌を年1回発行。

2.「ニュースレター」を会員の交流と研究紹介を兼ねて年4回程度発行

3.研究発表会では講演論文集の刊行。

(3)運営に関する会議について

1.第5回通常総会を 1992年6月頃に開催する。

2.必要に応じて理事会を開催する。

(4)その他

1.個人会員、'賛助会員の拡大につとめる。

2. SRA 俳見学会)との交流に努めると共に、国内関連学協会との協力を深る。

3.りスク分析・評価・管理に関する講習会・出版等の事業を行う。

議案3

( 1 )

1 9 9 1年度予算案(1991年4月1日一1992年3月31日)

収入の部

科目

1. 会費収入 1.505,000

正会員(25の 1,000,000

準会員 aの 25,000

賛助会員(16) 480,000

事業収入 330,000

研究発表会参加費 330,000

(要旨集代含 3,000円X110人)

その他の収入 150.000

(学会誌・要旨集売却)

前年度繰越 136

.

2.

予算

3.

4.

1,345,000

(24の 960,000

(1の 25,000

a2) 360,000

300.000

前年度

収入合計

増減

1160.000

1、 985、 135

150,000

十30,000

9.799

1.804,799

十0

-9,663

十180.337
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( 2 )
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

科目

支出の部

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1.学会運営亊務費 445.000

複写費 40,000

通信費 80,000

事務補助謝金 2如,000

(4日X12ケ月X5,000円)

消耗品 60,000

分担金 10、000

振替手数料 15,000

2.機関誌 880.000

News letter印届11 70,000

送料・通信費 160,000

学会誌発行 650,000

3.事業費 640,000

研究発表会

印刷代 120,000

会場準備費 50,000

人件費 30.000

講師旅費 180,000

総会・講演会

講師旅費・謝金

人件費

会場準備費

会合費

4.予術費

予算 前年度

390.000

40,000

70,000

180,000

増減

十55.000

80,000

2,0000

0

880,000

70,000

140,000

670,000

510,000
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^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

支出合計
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

100.000

10,000

40,000

100,000

150,000

20,000

50,000

40.000

20.136

0

3。第7回理事会議事録

日時: 1991年6月29日

場所:東京大学原子力研究総合センター5階第2会議室
出席者:横山栄二、朝見行弘、天野博正、池田三朗、石崎勝義、内山巌雄監事、大西一之
(鈴木治代理)、草間朋子、小林定喜、田中勝、各理事(委任状6通)、中村豊
(事務局)

理事会議事録の概要

(1)前回議事録の確認

確認された。

(2)新会員の承認

資料2 にもとづいて池田理事(事務局)から説明があり、正会員16名および4社の賛助
会員の入会が承認された。

(3)第4 回総会議案

・1990年度決算案

承認された。

十130.000

180,000

50,000

30,000

24,799

1.985,136 1,804.799

-4,663

十180,337



・ 19 9 1年度事業計画

年2回の学会誌発行にはあと50-60万円の予算増加が必要なので、賛助会員か
らの会費を2口にしてい九だくことにしてはどぅかという事務局からの提案があっ

た(規約上問題はないと思われる)。それに対し、何口にするかは賛助会員それぞ

れの判断で増口をお願いすることとなっ九。

草問理事より、事業費を増やす九めならぱ、今回のような講演シンポジウムにも

実費として参加費を徴収してもよいのではないかという提案があっ九。このことに

関しては結論は先にのぱすこととなっ九。

盛岡理事(書面)からりスクに関する用語集やテキストをつくるワーキング・グ

ループを作る提案があり、その世話人となってもよいことが池田理事より報告され、

承認された。このことに関連してりスク学会ヘ委託研究費という形で援助すること

が可能であることが天野理事から表明され九。

・1991年度予算案

承認され九。

(4)第4回研究発表会の企画について

田中理事より廃棄物関連のりスク問題(厚生省から土木学会ヘの委託による)に関
する報告書にもとづいて、 1セシ"ン設け、田中理事が総合講演を行い、個々のト

ツピクは各研究者にお願いすることが報告された。また、このセションには半日必

要であり、日程は 11月29日が望ましいことも報告され九。

事務局より、酒井理事はモラル・ハザードと保険、広瀬理事はモラル・りスクと科

学技術の将来というテーマでセションを企画中であることが報告された。

3つの企画案が出ているが、一般参加者の興味を引く九めにもテーマを絞っ九ほ

うがよいのではないか。ま九、研究発表を 1日にして、他の 1日を企画案のシンポ

ジウムとパネルディスカッションにし九ほうがよいのではないかという意見も出さ

れ九。しかし、現状では、研究発表もこちらから働きかけて集める状況であるので、

一般研究のための時間を今から十分取っておくことは困難であることが横山会長か

ら指摘された。以上を踏まえ、理事の方々にご自分の周辺で誰か一般研究の発表が

できる人を 1件以上探していただき、一般研究発表のセッシ"ンを充実させること

になっ九。ま九、酒井理事と広瀬理事の企画に関しては統合するとか、内容的にも

う少し事務局で調整することとなった。

(5)学会誌第3号について

解説論文、寄稿論文として投稿してい九だけるという了解はすべての著者から得て

いるが、まだ、事務局に届いている論文数が非常に少ない九め、学会誌の発行が例

年より多少遅れることが事務局より報告され九。

会員各自の研究紹介等を研究短信として投稿してい九だくことを、ニュースレタ

ーでお願いしてき九が、まだほとんど集まらないので、まず、理事の方々に率先し

て書いてい九だくこととなった。学会役員の研究分野の紹介を兼ねて学会誌3号に

解説ま九は寄稿論文を出される理事以外の理事の方々には8月中旬までに原稿をお

願いすることとなっナこ。

(6) 1992年度春期講演会と研究発表会について

春期講演会ではP工に限らずに企業のりスクに関しての企画を朝見理事、鈴木理事

(大西氏代理出席)にお願いする事となっ九。

研究発表会は京都で行い、木下理事、吉川肇子先生(京都学園大)に企画をお願

いする事となっ九。ま九、盛岡理事、岡田憲夫先生(京大)にも協力をお願いする

事となった。
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4。春期講演シンポジウムの轍告

多再 41亘1玩芽考霞言苗シ更シ ニーノ

ーエネルギー問題をりスクの視点から考えるー

1991年6月29日、東京大学山上会館(東京都文京区本郷)において1示記のテー
マの特別講演およびシンポジウムが開催された。工学、医学、社云科子などさま
ざまの領域の関係者、約80名が参加し熱心な討論が行なわた0
特別講演は、天野博正氏(電中研)の司会で、「エネルギー問遉におけるさま
ざまなりスク」の演題で茅陽一氏(東大)が、「原子力分野におけるPSA研九
の現状と課題」で阿部清治氏が講演をされた。茅陽一氏は、我が国でラまで行な
われてきた公害対策の大部分はエネルギーに関連したものであったとし、エネル
ギ_に対する安全対策の考え方、方策などを最近の地球環境問題なども交えて話
されたりスクに伴う不確実性ヘの対処が安全対策であるが、エネルギー問通、
とくに原子カエネルギーにっいはりスクァバーションの概忌が強く働いてきたこ
とを指抽された。

阿部氏は、原子力発電所の安全性の解析手法としてのPSA (確率訥的安全解
析)にっいて、その目的、特徴、開発の推移などにっいて最近の話遉を昌めて話
され、 PSAの安全解析の視点からは、人的要因の問題、放射線の健康影響、地
震などの外的事象の取扱などが今後の課題であると述ベられた。
パネルディスカッションは、大塚益比古氏(エネルギー総合工学研究所)の司
会で、原子力発電サイクルとくに発電炉におけるりスクにっいて近藤駿ノ1氏(東
大)、化石燃料とりスクにっいて谷口武俊氏(エネルギー総合工学研九所)、環
境安全の視点、からとらえたりスクにっいて松原純子氏(東大)、エネルギー問遉
とりスクにっいて末次克彦氏(日経新聞)の4人のパネラーからの問題1疋起の後
に、パネラー同志およびフロアーも交えた討議が行なわれた。
エネルギー問題をりスクの視点からみた場合に、りスク解析'評価、りスク認
知などりスクに関連するさまざまな面で原子カエネルギーは、化石エネルギーな
どとは違った状況にある。いずれにしても、我が国の国民性を考慮したうえでの
リスク認知のための検討が重要であることが各演者から発言された。この点、に閧
して、りスク研究学会として、今後、どのような形で係われるか、あるいは、係
わる必要があるのかにっいての議論か易11途必要とされるのではないか。
最近になって、エネルギー問題も地球環境の視点から社会的にクローズアツプ
されてぃるが、このような視点での展開は、研究者の間では従来から継1冗して行
なわれてきたことであり今に始まったことではない。しかし、自然科字の関係者
が社会科学的な視点を、社会科学の関係者が自然科学的な認識を持っことが以前
にも増して重要となってきており、りスク研究学会のように社会との接点が大き
い研究'鄭或ではとくにそうである。このような点からも、ラ回、テーマとして取
上げちれたエネルギー問題は時宜を得ていたように思われる。
特別講演およびシンポジウムの詳細にっいては学会誌(第3巻1ち)に掲載の

(東大草間朋子)予定である。

ーフー

し＼三ノ'「ンメξ入〔こ「フ て〔



5。学会誌題3号の内容

1.巻頭論文:化学物質のりスク管理の国際動向:大島纒夫(日本化学物質安全情報
センター)

2.第3 回研究発表会の解説

(D りスク費用分析・便益分析レピュー:酒井泰弘(筑波大)

(2)事前対応型りスク管理レビ :北畠能房(筑波大)ニエ^

(3)りスク評価と基礎科学の接点レビュー:林祐造(国立衞生試験所)(予定)

(4)製造物責任とりスクの分散レビ 朝見行弘く福岡大)(予定)^^

3.バネル討論会(エネルギー・りスクをめぐって)の講演及び討論

4.寄稿論文(第3 回研究発表会研究報告を中心として)

(1)環境のりスク認知におよぽす知識の役割:広瀬弘忠(東京女子大)
(2)りスク学(Risk0108y)の概念及び体系の構築:

佐成重範(元食品薬品安全センター)

(3)都市域における水媒介りスク 秋山紀子(青山学院短大)

(4)りスク情報提供効果の計測一医薬品りスクの場合:池田三郎(筑波大)、西村
周三(京都大)、盛岡通(大阪大)、山本康正

(5)農薬用化学物質の食品経由摂取によるりスク評価の試み:関沢純(国立衛生
試験所)

(6)製造物責任保険によるりスク分散:栗山泰史(安田総合研究所)(予定)

(フ)不完全情報下における製造物責任:中島巌(専修大)
5.研究論文:数篇(現在 3編が査読手続き中)

6.研究短信

フ.事務局便り(総会、理事会報告、会員状況、新会員名簿)

リスク研究(日本りスク研究学会)第3巻の内容(予定)
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6。事務局だより

6.1 会費納入のお願い

当学会は未だ財政的基盤は弱体ですので会費の早期納入をお願いい九します。すでに大

多数の会員の方々から納入していただいていますが、未納の方は送付済みの郵便振替用紙

にて、学会費として

'

正会員(国際、国内)

準会員(学生)

賛助会員

を下記の振込先までご送金下さいますようお願いいたします。なお、通信経費の節約のた

め学会の領収書は発行しませんが、必要な方はお知らせください。

振込先:郵便振替番号:宇都宮 3

日本りスク研究学会

3 0 5 つくば市天王台 1 - 1 - 1

筑波大学社会工学系池田研究室気付

4

2

30

、 000円

、 500円

、 000円
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6.2 S R A ニュース

1"N'1
、 ー"-T石'e names and addresses ofthe Blvd., SⅡil0 400, Newporl Bcach,
SRA omcers andcouncilorsfor 1990. califomia92660・2027 (phone714・833・

2020; FAX 714.833.2085; Assista11t91 are as f0110WS:

IMarcia Laws0Π] 714・833・202の.

Executlve secretary: Richard J
Burk, h.,8Wo weS印ark Drivc, sui【e
130, MCLcan, virginia 22102 (phone
703-790.1745; FAX 703-790-9063)

1990,91 SRA 0伶Cers and councilors
ぐ S6C、'@1y イの, Rt工k A゛゛1ノζ、'S )

Presideηt: cunis c. Tr日Vis, ofnce

Of Rlsk Analysis, He祉th & safety
Research DiⅥSi0Π, oak Ridge Nヨtional
1.b0偲tory, WS 6109, Building45ms,
R卯m S204,P.0. BO× 2卯8, oak Ridge,
T即n船畿37831る1(刃(P110ne615・576
2107; FAX 615-574.9887; FrS 626・
2107; secretary 〔Denice Hendersonl
615-576・ユ109).

Presldent.Elect: D. W且rner Nod11,

Decision FOCUS I"corl)orated,4984 E{
ComiηO Real, LOS A110S, califomia
94022 φhone415.960.3450; FAX415・
9603656; S此Nlary 【sheua Maιtali即01,
415.960.3923).

Secretar丁: vlaS仏 Molak, BI0・
Tcchn010gy Forum,1nc.,8987 C0Ⅱ11ion
Drive, cincinnati, ohi045231 (phone
5B、533-8334; FAX 513.533・856の.

Treasurer: Raymond F. Boykin,
Caliromia state universily, chico,
C011ege of Business, chico, calirom1且
95929mH (pho「1e916898・5895;FAX
916.898'824; S此retaw {Geri Drivon】
916.898.6463).

CounC110r,1991: Joe11Cn Lewtns,
Heal【h Enects Research Laboralory,
U.S . E"vlronmcnι:11 PI0Ⅱ父lion Agcncy,
ResenNh Triangle pnrk, Nodh cnrolina
277H (phone 919-541.3849; FAX 919・
541-0694)

四hone 011-44-1-233.1088; FAX 011・
44.1-233.2152).

Immedぬte P丑Sthesldent: B.Jdln

Garrick, PLG,1nc.,4590 MacArιhⅡr

CounC110r,1991: ca小erine Sι.
H能alre, Hershey Foods corporalion,
C0印orate AdminiS廿ative center,
GovanmenlRelaⅡons Dopar師e爪,P.0.
BO× 814, He略hoy,palnsy1νania 17033・
0814 伊hone 717.534.7547; FAX717
534-7319).

CounC110r,1992: peter Bart0Π

HUⅡ, covingmn & Bur11ng,120l penn・
Sylvonia Avenue NW, washington, DC
2αX)4 (phone 202.662-5522; FAX 202・
662-6291)

CounC110r,1992: Roger E

Kasperson, cenler for Techn010gy,
Environment,且nd Development, clark
Unive鵡ity,950 Main s【reet, W0此estcr,
MassachusCⅡS 01610 (phone 508-793・
7665; F<X 508・793・フ78の.

News from sRA・Europe

Thlrd conferenNPieterJ抑 S捻11en, president of sRA・E山Ope,rep0心
小atthe section ga伽ed 40 new mem1児rs, a11from Eastem Ihe nird confae訂Ce of sRA・EⅡrope WⅡI M held
Europc, aS 且 fesult of 山e Kiev conference in Novembcr, D此embcr 16-18,1991,in paris, France. The lheme ofthe
1990 {see J抑U町 1991i部Ue of RISK heW工le1ιεr]. The Conference is " Risk Analysi9-underlyhlg Ra60n址es・
Section ako has eight sustaining memt鳩ts for 1991: Plannersofthc meeting l)oint0Ⅱt小atrlsk即alysisiS1兇ing

Used by growing numMrs of profession甜宮r0ⅡPS 小atDutch Envlronmenι且I Li且bility P⑳1
ad且Pt it lo vadous toplcs (i.e.,01鳩松60nal s'ety 即dEmst Basler 即d parmers, SW1伐edand
詑li丑b繊ty an田ysis, SU'UCωral uncer【丑inⅡes i11 d0鵠・respon鵠Gencral EleCⅡ'ic P1丑SⅡCS
relatlonships, variability 卸d inS仏bility of expressed val'Norsk Hydro
Ues, etc.), presenting problems lo decision makers whoNe小erland org即isa110n for Applied scientinc
may wish 小at risk analysis yieldcd faC鴨即d figurcs inRescarch

WayS 小at wcre acceplable K)山e parⅡes in the註 POHtlcalRh6ne poulenc
debates a11d facili仏ted decisions. They ask what,1f any,Technica, un武ed Kingdom
Commona11ty iS 小ere in these 即d 0小er perS1兇Ctives?Z註rich lnsU卿Ice comP飢y.
What are the assumPⅡons of the variouS 叩Proaches u)
dsk? Do theypredispose to particularat6ωdestowards theElectlons scheduled

acceP仏bili!y ofdsks? NSO, which inSⅡωtionalornationalThe baⅡol for 小e f註St e1此lion of lhe sRA・Europe
diffcrcnccs cxislin 小ese rcspeC四? Membcrs and non'Excculive commiltce (for 1992) is being organized in
mcmbers of sRA who wiⅡ M rcsl)onding t0 小e ca11forト4ay. Queslions conceming sRA・Europe should M ad"
Papers (see l)O×) are askcd to P且y par【iCⅡlar attention lod'cssed 如: SRA.E1Ⅱ0即S此祀WiaLTO010PSⅡ圏t34,68B
小e鵠 qucslions. conlribUⅡons are solicited from profes'KT ARNHEM, The Ne小erlands 〔phone 31-85437848;
Sionals in business, govemment,即d 丑Cademia.

Councilor,1991: jnmcs D. wi11;on,

Mon御110 comP部ly.8m N. Lindbergh
Boulevard, st. Louis. Missoud 63167
四hone 314.694.8879; FAX 314-694・
6858).

Counc;10r,1993: Ann Fisher,

Pennsylva11ia stnle unive鵬ity,8 圦IC包Vcr
Building, university palk, pennsylvania
16802 (phone 814.865.9541; FAX 814・
865・3746).

Councilor,1992: RA.σony)CO×,
Four Elemcnls Limited,25 Victoda
Street, London swlH OEX, Eηgland

一'

Councilor,1993: Sヨburo lkeda,
Insti1Ⅱte of socio・Economic P1丑nning,
Thc unlvcrslty of Tsukuba, 1・1・1
Tcnnoudni, Tsukuba,1bnr11ki 305. japnn

(phone 0298.53.5380; FAX 0298・55・
3849).
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Councilor,1993: David B. MC・
Ca11Um, center for Risk communica・
Iion, C0111mbia university,2121 Wis・
Consin Avenue NW, washington. DC
2Φ07 (phone202-34?.7573; FAX202.
333.6316).

FAX 31.8543531の.

一,



ψ月川凹フ。新会員紹介

吉住昭彦

渡辺信久

北村喜宣

高田牧男

白木渡

福田隆文

中島巌

村林正裕

保田浩志

伊瀬洋昭

井村秀文

楠田晢也

小幡祐司
田村祐一郎

瀬戸口泰史

村上昌俊

筑波大学社会科学系

京都大学環境保全センター博士課程
横浜国立大学経済学部

中外貿易(株)ファイン食品本部安全評価グループ
鳥取大学工学部土木工学科

横浜国立大学工学部物質工学科
専修大学経済学部

(財)世界祝祭博覧会協会事業部出展課

京都大学大学院工学研究科衛生工学専攻
東京都立アイソトープ総合研究所安全管理課
九州大学工学部環境システムエ学研究センター

九州大学工学部環境システムエ学研究センター
三菱原子力工業(株)燃料サイクル統括部
姫路独協大学経済情報学部

(株)富士総合研究所解析技術部
千代田化工建設(株)顧問室

賛助会員

佐々木尚義

橋本長文

山本昭子

上野悟

日本モンサント(株)アグロサイェンス事業部登録課
(株)りスク・マネジメント・センター

プロクター・アンド・ギ十ンブル.ファー.イースト.インク
(財)経済広報センター国内広報部

日吉'1が「合遷工 t 四響ハ給本倶Z'第7回環境工学連A講宝会プログーム概要
日時:平成4年1月2 1日(火),2 2日(水).

場所:日本学術会搬講堂..

.統ーテーマ:ライフスタイルの転換ヘ向けて(案)

.プログラム(案)(特に午前、午後のプロック内の順番は変更になるかもしれ
ませんので、ご承知おき下さい)

第1日平成4年1月2 1日(火)
9:00

開会挨拶

演者未定
(建築学会)

"

9.10

10:30

10:40

12:00

..

休憩,又は討論の予備時間

水環境政策(仮)須藤隆一(水瓊境学会)_
地城1礼キ、・政策の今後(イ勵成田勝彦(空気調和衛生工学)

昼食

特別講演"科学技術と環境汚染"氷見康二(大気汚染研究協会)

における

13:00

14:00

17:00

王

性と能
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亭.B

水環境に係わる
バネル討論会(企画,水環境学会)

講演終了後懇親会(東大生研会議室予定)

1 可ユユ日(水)

未判甲エト"汗"一悶顧,アズヘユト是聖吻.ゴミk迂果,り列少レ問題

(瓊境教 む

)在づ

ー
ー
ー
ー



、

曼

、

日本りスク研究学会第4回研究発表会講演発表申し込み害

氏名('、りがな)

(発表者及び連名者)

1.

2.

4.

5.

発表者には0印

各所属

連絡者

氏名

住所

発表要旨

希望セ

a, b.

会員種別(正会員、

賛助会員、準会員)

ソシ

C,

ヨン

d

-11-

表
目

発
題


